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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第53期
第１四半期
連結累計期間

第54期
第１四半期
連結累計期間

第53期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 533,905 561,210 2,880,851

経常利益又は経常損失(△) (千円) △11,397 2,832 82,540

当期純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △13,676 △1,071 60,525

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △9,562 9,816 103,622

純資産額 (千円) 1,181,036 1,305,892 1,295,589

総資産額 (千円) 4,398,139 4,254,947 4,350,056

１株当たり当期純利益又は
１株当たり四半期純損失(△)

(円) △3.14 △0.25 13.90

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

(円) ― ― 13.84

自己資本比率 (％) 26.8 30.6 29.7

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  第53期第１四半期連結累計期間及び第54期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

（固定資産の譲渡について）

当社の平成25年６月17日開催の取締役会決議に基づき、同日付で当社連結子会社であるYAMAZAKI

TECHNICAL VIETNAM CO.,LTD.が所有の固定資産を譲渡する契約を締結しております。

(1) 譲渡の理由

子会社の資産の効率化及び財務体質の強化を目的として下記の固定資産を譲渡することといたしまし

た。

　

(2) 譲渡先の概要

海外の一般事業会社

　

(3) 譲渡資産の内容

種　類 ： 機械装置

用　途 ： コンロッド製造設備

所在地 ： ベトナム社会主義共和国ハノイ市

　

(4) 譲渡の時期

平成25年８月中（予定）

　

(5) 譲渡価額等

帳簿価額 ： 2,904,549千ドン

譲渡価額 ： 19,000,000千ドン
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社グループに関する財政状態及び経営成績の分析・検討内容は原則として四半期連結財務諸表に基づ

いて分析したものであります。なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在におい

て当社グループが判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、デフレ脱却に向けた政府の経済政策や金融緩和策

などを背景として、円高の是正進行から株価が回復し、景況感に明るい兆しが見られました。しかしなが

ら、欧州の景気後退や中国における経済成長の減速感が強まってきており、また、国内経済においても、物

価の上昇や消費増税の動向による個人消費に与える影響が懸念される等、依然として先行きの不透明な

状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループにおきましては、お客様第一主義に徹し、積極的な営業活動を展開

した結果、売上高は5億6千1百万円(前年同期比5.1％増)となりました。利益面につきましては、生産コス

トの削減、製造、管理部門における経費削減、業務の効率化等を行いましたが、受注がまだまだ低調であっ

たこと等により、営業損失1千8百万円(前年同期は営業損失6百万円)となりましたが、営業外収益におい

て円安の進行による為替差益の計上があり、経常利益2百万円(前年同期は経常損失1千1百万円)、四半期

純損失1百万円(前年同期は四半期純損失1千3百万円)となりました。

セグメントの状況は次のとおりであります。

  自動二輪車等部品事業につきましては、ベトナムの子会社YAMAZAKI TECHNICAL VIETNAM CO.,LTD.にお

ける受注が増加し、売上高は2億6千3百万円(前年同期比32.9％増)となったものの、営業利益は5百万円

(前年同期比51.1％減)となりました。

  工作機械事業につきましては、専用工作機械の受注が減少し、売上高は3億5百万円(前年同期比9.6％

減)、営業損失は2千5百万円（前年同期は営業損失1千8百万円)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

  総資産は、42億5千4百万円となり、前連結会計年度末と比較して9千5百万円の減少となりました。

  流動資産は、22億7千6百万円となり、前連結会計年度末と比較して1億2千6百万円の減少となりました。

これは主に、受取手形及び売掛金等の減少が仕掛品等の増加を上回ったことによるものです。

  固定資産は、19億7千8百万円となり、前連結会計年度末と比較して3千1百万円の増加となりました。こ

れは主に、有形固定資産等の増加によるものです。

(負債)

  流動負債は、22億4千4百万円となり、前連結会計年度末と比較して5千1百万円の減少となりました。こ

れは主に、短期借入金、賞与引当金等の減少が買掛金の増加を上回ったことによるものです。

  固定負債は、7億4百万円となり、前連結会計年度末と比較して5千4百万円の減少となりました。これは

主に、長期借入金、退職給付引当金の減少によるものです。

(純資産)

  純資産合計は、13億5百万円となり、前連結会計年度末と比較して1千万円の増加となりました。これは

主に、為替換算調整勘定の増加によるものです。

  自己資本比率は、前連結会計年度末の29.7％から30.6％となりました。
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(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は4百万円であります。

　

(5) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、自動二輪車等部品事業における生産、受注及び販売の実績が著し

く増加し、工作機械事業における受注が著しく減少いたしました。

自動二輪車等部品事業の生産、受注及び販売の実績の増加につきましては、ベトナムの子会社YAMAZAKI

TECHNICAL VIETNAM CO.,LTD.の受注の増加によるものであります。

工作機械事業の受注の減少につきましては、専用工作機械の受注の減少によるものであります。　

　

(6) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の
内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び
完了予定年月

総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

YAMAZAKI
TECHNICAL
VIETNAM
CO.,LTD.

本社工場
(ベトナム社
会主義共和
国ハノイ市)

自動二輪車
等部品事業

バルブ製造
設備

300 1
自己資金
及び借入金

平成25年　
５月

平成25年　
12月

(注)  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,703,000

計 15,703,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,495,000 4,495,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 4,495,000 4,495,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 4,495,000― 958,400― 240,000

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成25年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

141,700
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,353,000
43,530 ―

単元未満株式
普通株式

300
― ―

発行済株式総数 4,495,000― ―

総株主の議決権 ― 43,530 ―

(注)  「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の名義書換失念株式が2,000株(議決権20個)含ま

れております。

　

② 【自己株式等】

平成25年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ヤマザキ

浜松市東区有玉北町489-23141,700― 141,700 3.15

計 ― 141,700― 141,700 3.15

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、アーク監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,100,658 1,087,296

受取手形及び売掛金 892,113 620,606

製品 58,231 63,736

仕掛品 235,404 388,770

原材料及び貯蔵品 82,047 86,274

その他 35,274 30,252

流動資産合計 2,403,729 2,276,937

固定資産

有形固定資産

土地 786,595 786,595

その他（純額） 502,238 528,786

有形固定資産合計 1,288,834 1,315,381

無形固定資産 15,819 16,268

投資その他の資産

その他 665,586 670,140

貸倒引当金 △23,913 △23,780

投資その他の資産合計 641,673 646,360

固定資産合計 1,946,327 1,978,010

資産合計 4,350,056 4,254,947

負債の部

流動負債

買掛金 116,421 168,289

短期借入金 1,997,665 1,898,350

未払法人税等 4,991 3,707

賞与引当金 42,565 14,324

受注損失引当金 16,293 －

その他 117,754 159,858

流動負債合計 2,295,692 2,244,530

固定負債

長期借入金 408,916 361,228

退職給付引当金 281,430 274,822

その他 68,427 68,474

固定負債合計 758,774 704,524

負債合計 3,054,467 2,949,055
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 958,400 958,400

資本剰余金 828,006 828,006

利益剰余金 △324,348 △325,420

自己株式 △85,038 △85,038

株主資本合計 1,377,019 1,375,947

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 35,900 35,022

為替換算調整勘定 △119,464 △107,698

その他の包括利益累計額合計 △83,564 △72,676

新株予約権 2,134 2,621

純資産合計 1,295,589 1,305,892

負債純資産合計 4,350,056 4,254,947
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 533,905 561,210

売上原価 418,647 453,120

売上総利益 115,258 108,089

販売費及び一般管理費

役員報酬 25,217 28,336

給料及び手当 32,066 34,373

賞与引当金繰入額 3,123 3,265

退職給付費用 725 1,614

貸倒引当金繰入額 3,881 －

その他 56,976 58,694

販売費及び一般管理費合計 121,990 126,283

営業損失（△） △6,732 △18,194

営業外収益

受取利息 837 1,186

受取配当金 1,335 988

為替差益 3,233 27,032

その他 1,897 1,581

営業外収益合計 7,305 30,789

営業外費用

支払利息 9,667 8,913

その他 2,302 848

営業外費用合計 11,970 9,762

経常利益又は経常損失（△） △11,397 2,832

特別損失

固定資産除却損 － 24

特別損失合計 － 24

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△11,397 2,807

法人税、住民税及び事業税 1,586 3,227

法人税等調整額 692 652

法人税等合計 2,278 3,879

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △13,676 △1,071

四半期純損失（△） △13,676 △1,071
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △13,676 △1,071

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △12,348 △877

為替換算調整勘定 16,461 11,765

その他の包括利益合計 4,113 10,888

四半期包括利益 △9,562 9,816

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △9,562 9,816

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

  １  受取手形割引高

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形割引高 196,183千円 112,532千円

　

  ２  四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

割引手形 20,730千円 9,471千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 21,334千円 24,708千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１  配当金支払額

      該当事項はありません。

　

２  基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

      該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１  配当金支払額

      該当事項はありません。

　

２  基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

      該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２自動二輪車等

部品事業
工作機械事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 198,511 335,394 533,905 ― 533,905

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― 2,108 2,108 △2,108 ―

計 198,511 337,503 536,014△2,108 533,905

セグメント利益又は
損失(△)

10,403 △18,987 △8,584 1,851 △6,732

(注) １  セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２自動二輪車等

部品事業
工作機械事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 263,769 297,440 561,210 ― 561,210

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― 7,714 7,714 △7,714 ―

計 263,769 305,155 568,924△7,714 561,210

セグメント利益又は
損失(△)

5,091 △25,326 △20,234 2,040 △18,194

(注) １  セグメント利益又は損失(△)の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２  セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純損失 3円14銭 0円25銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純損失(千円) 13,676 1,071

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純損失(千円) 13,676 1,071

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,353 4,353

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結
会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失である

ため、記載しておりません。

　

（追加情報）

（固定資産の譲渡について）

当社の平成25年６月17日開催の取締役会決議に基づき、同日付で当社連結子会社であるYAMAZAKI

TECHNICAL VIETNAM CO.,LTD.が所有の固定資産を譲渡する契約を締結しております。

(1) 譲渡の理由

子会社の資産の効率化及び財務体質の強化を目的として下記の固定資産を譲渡することといたしまし

た。

　

(2) 譲渡先の概要

海外の一般事業会社

　

(3) 譲渡資産の内容

種　類 ： 機械装置

用　途 ： コンロッド製造設備

所在地 ： ベトナム社会主義共和国ハノイ市

　

(4) 譲渡の時期

平成25年８月中（予定）

　

(5) 譲渡価額等

帳簿価額 ： 2,904,549千ドン

譲渡価額 ： 19,000,000千ドン

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年８月13日

株式会社ヤマザキ

取締役会  御中

　

アーク監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    三    浦    昭    彦    印
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉    村    淳    一    印
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    藤    本    幸    宏    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ヤマザキの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤマザキ及び連結子会社の平成25年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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